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地域とともに創る学校 



































































































5 研究の概要  
(1) 実践研究の計画  





月 実践研究の内容 月 実践研究の内容 
4 ・「響け 伊小の会」委員の依頼 10 ・地域への貢献活動 
5 ・職員への説明 11 ・貢献活動の振返り（児童・保護者） 
6 ・第 1 回「響け 伊小の会」会議 12 ・貢献活動振の返り（委員・教職員） 
7 ・アンケート調査 1 ・研究報告書作成 
8 ・第 2 回「響け 伊小の会」会議 2 ・第 3 回「響け 伊小の会」会議 





その結果を考察し以下の 4 点にまとめた。 
・保護者の情報の入手先や交流相手は，近所の人より保護者同士の方が中心であること。 
・全体の約 4 割超の保護者が地域の教育力の低下を認識していること。 
・子どもの安全確保に対する関心はきわめて高いこと。 
・保護者の地域に対する期待は大きいが，自身は地域に対してあまり関わることができていないこと。 


















学年 活動の内容 連携した地域の団体 
1 年 プランターに花を植え，祭りの際，特設ステージや商店街，通りに設置する。 老人会，商店街 
2 年 プランターに花を植え，祭りの際，特設ステージや商店街，通りに設置する。 老人会，商店街 
3 年 祭りの PR ポスターを描き，商店街の店舗に貼り，祭りを盛り上げる。 商店街連合会，商店街 
4 年 祭り前に，商店街や祭りが行われる通りなどを保護者や地域の方と一緒に清掃活動を行う。 まちづくり協議会 
5 年 祭りの翌日，商店街や祭りが行われた通りなどを保護者や地域の方と一緒に清掃活動を行う。 まちづくり協議会 
6 年 祭り当日，鼓笛隊で校歌を演奏しながら商店街をパレードする。 ⇒雨天のため中止 秋祭り実行委委員会 
 
④ 「響け 伊小の会」や地域への貢献活動の周知 













































て各地区に知らせていく方法が考えられる。また，学校のホームページや SNS の利用も考えられる。 























② 所属校において校務分掌は 6 部（研究部，生活部，保体部，特活部，文化部，特別支援部）に分
かれている。地域との連携にかかわる校務分掌はない。これまでは，管理職が中心となって行って
きた。予備調査の中で，校務分掌の中には，「地域連携部」が置かれていた学校があった。地域との
連携に力を入れていくためには，校務分掌に地域との連携を中心に行っていく部を設けることを検
討していきたい。 
(2）学校と地域との連携のための組織 
① 今年度は，「響け 伊小の会」を立ち上げ，地域との連携に力を入れていくということで活動して
きた。今後，学校と地域との連携・協働を活発化していくためには，「響け 伊小の会」を拡大し，
さらにその下部組織を立ち上げ，組織化してくことが必要となる。学校支援ボランティアの組織を
立ち上げていきたい。その際，育友会の組織と連動した組織にし，活動への参加人数も確保できる。
ただ，「無理のない活動で，任意の取組から始めること」も考慮するようにしたい。 
② 学校と地域との連携を組織的，体系的，継続的に進めていくためには，学校と地域の組織や団体
との連絡・調整を行う役割が学校と地域にそれぞれ必要となる。学校に「地域連携担当」を配置す
ることで，窓口を一本化することができ担任の負担も減らすことができる。また，地域にも「地域
支援コーディネーター（仮）」を配置することで，地域の想いも組み入れた連携ができ，学校と地域
との連携をスムーズに行えるようになり，学校と地域との連携をさらに活発化させていきたい。 
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